


■2024年度防衛予算の要求額

■防衛予算要求の内容

■敵基地攻撃能力の危険性

今、日本に必要なのは、米中の仲を取り持ち両国の衝突を

回避する外交努力を諦めないことです。戦争はしない、
させないための平和創造基本法の制定を目指します。

平岡氏から皆様へメッセージ

自 公政権に替わって10年、日本だけが先進国で唯一、実質賃金の上がらない国になってしまいました。経済成長
率も最低レベル、昨年生まれた子どもの数は 80万人を切るなど、状況は深刻です。こうした中、自公政権は防

衛費倍増(世界第3位の軍事大国になる)のための増税を計画しています。今必要なのは非戦・非核外交であ
り、少子化対策、雇用政策、福祉の充実だと訴える山口2区総支部長の平岡秀夫氏に詳しい内容を聞きました。

山口２区総支部長 平岡秀夫氏が挑む

防衛費倍増より、暮らしと子育て

今年度予算よりも1兆円近く増加
政府は、5年間かけて防衛力を
抜本的に強化する方針

● 敵基地攻撃能力とは？

● 安全保障のジレンマとは？
　  （Security dilemma）

軍備増強や同盟締結など自国の安全を高めよ
うと意図した国家の行動が、別の国家に類似の
措置を促し、実際には双方とも衝突を欲してい
ないにもかかわらず、結果的に衝突に繋がる緊
張の増加を生み出してしまう状況を指す。
新外交イニシャティブ（ND）の猿田代表（弁護
士）も、この危険性を指摘し、米国の学者マイケ
ル・ウォレス氏が行なった過去の紛争を分析し
た研究（※）を紹介している。

 ※ある国が紛争を抱えているときに、軍拡をした
場合には８２％が戦争になり、軍拡をしなかった場
合には４％しか戦争にならなかったとの研究結果

弾道ミサイルも含めたさまざまなミサイルへの防
衛能力を高める、迎撃用の誘導弾の整備など「統
合防空ミサイル防衛能力」に 1兆2713億円
「反撃能力」としても活用できる敵の射程圏外から
攻撃できる「スタンド・オフ・ミサイル」の開発など

にかかる経費として7551億円を要求。

防衛省の要求額＝7兆7385億円

・・・左記の漫画をご覧ください。
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